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右）ルーカス・クラナハ（父）《不釣合いなカップル》1531年

左）ルーカス・クラナハ（父）の工房《聖ドロテア》 1530 年頃

【平面作品部門】

損保ジャパン美術賞

岩岡航路《南島・鮫池・忍》油彩・パネル

秀作賞

安冨洋貴《僕に至る隔たり》鉛筆・KMKケント紙

榎本香菜子《最後の個体》アクリル・油彩・キャンバス

樫原隆男《イエローウイング》油彩・キャンバス

【立体作品部門】

新作優秀賞

白石泰明《海楼》木（寄せ木）

新作秀作賞

ますみつ三知子《LIFE 05 LIFE》鉄・ステンレス・アクリル

神山茂樹《ムリウ アンマ》石膏

INFORMATION 2006年7月─ 2007年3月

損保ジャパン美術

財団では第 25 回

選抜奨励展（3月

16日～ 4月13日）

に先立ち、3 月 6

日に全出品作（平

面 62 作品、立体

18 作品）を対象に

審査を行い、授賞を決定しました。審査員は池口

史子、澄川喜一、宝木範義、田中通孝、寺坂公雄、

ワシオ・トシヒコの各氏に財団関係者 2 名を加え

た計 8 名。入賞作品は右記のとおりでした。

選ばれた新進作家たち 第 25回損保ジャパン美術財団選抜奨励展 入賞作品報告

英国シャーリー・シャーウッド コレクション

現代植物画の巨匠展
ボタニカル・アートのルネサンス 開催

4月22日から7月2日まで

第 29回損保ジャパン東郷青児美術館大賞授賞式開催

受賞作は小杉小二郎氏の《月・追憶》

写真のない時代に植物や薬草の学術的な記録を

目的に描かれた植物画は、写真術や印刷技術の

発展により一時衰退の兆しをみせました。しかし

草花の成長過程や断面図・解剖図を同時に一枚

の画面に表現する等の植物画ならではの特長が

近年再評価され、現在も世界各地で多くの作家

が現役の植物画家として活躍しています。

英国のシャーリー・シャーウッド博士は植物画の

普及につとめながら世界各地をまわり、現代の植

6月 7日（水）、損保ジャパン本社ビルにおいて

第 29 回損保ジャパン東郷青児美術館大賞を受

賞した小杉小二郎氏の授賞式が開催され、選考

委員をはじめ多くの方々が出席されました。小杉

小二郎氏は 1944 年東京都生まれ。幼少より祖父

放菴より墨絵の手ほどきをうけ、日本大学工業

デザイン科で学びました。1970 年に中川一政氏

と共に渡仏し、アカデミー・グランド・ショミエール

に通い、1972 年には作品がフランス国家の買い

上げとなります。現在はフランスと日本を行き来し、

両国で活躍しています。受賞作《月・追憶》は、

一昨年に亡くなった御母堂を追憶した連作のひと

つで、2005 年の回顧展『巴里穏やかに時は流れ

小杉小二郎展」で発表され注目を集めました。

受賞記念展「小杉小二郎展（仮称）」は 2007 年

秋に当美術館で開催されます。

2006 年 7月 8日［土］─ 9月3日［日］ポップアート1960’s → 2000’s  リキテンスタイン、ウォーホルから最新の若手まで
60 年代のビッグネームから、ピーター・ハリー、キース・ヘリングら 80 年代の個性派を経て、アメリカでポップアートの精神を受けつぐ現在活躍する若手

作家たちを紹介します。

◆ 月曜休館（7月17日は開館）午前10 時～午後 6 時まで（金曜日は午後 8 時まで）入館は閉館の 30 分前まで
◆ 入館料：一般 1,000 円（800 円）／大高生600 円（500 円）、（　）内 20 名以上の団体料金／シルバー（65歳以上）800 円／中小生無料

2006 年 9月16日［土］─11月12日［日］　ヨーロッパ絵画の400年  ウィーン美術アカデミー名品展
 ルネサンスから近代まで─クラナハ、ルーベンス、レンブラント…

ウィーン最古の公共美術館であるウィーン美術アカデミー付属絵画館の収蔵品から、クラナハ（父）の板絵 4 点、ルーベンス、レンブラントなどの名品約 80

点を展示します。 【お客様感謝デー無料観覧日10月1日（日）】
◆ 月曜休館（9月18日、10月 9日は開館）午前10 時～午後 6 時まで（金曜日は午後８時まで）入館は閉館の 30 分前まで
◆ 入館料：一般 1,000 円（800 円）／大高生600 円（500 円）、（　）内 20 名以上の団体料金／シルバー（65歳以上）800 円／中小生無料

2006 年 11月 23日［木・祝］─12月26日［火］　第28回損保ジャパン東郷青児美術館大賞受賞記念  大津英敏展
第 28 回損保ジャパン東郷青児美術館大賞受賞を記念し、家族の肖像画など、初期の作品から新作まで約 60 余点を展示する回顧展です。

◆ 月曜休館　午前10 時～午後 6 時まで　入館は閉館の 30 分前まで
◆ 入館料：一般 500 円（400 円）／大高生 300 円（200 円）、（　）内 20 名以上の団体料金／中小生無料

2007年 1月11日［木］─ 2月18日［日］　未来を担う美術家たち「DOMANI・明日」展 2007
 〈文化庁芸術家在外研修（新進芸術家海外留学制度）の成果〉

文化庁が実施している若手芸術家の海外研修の成果を発表します。

◆ 月曜休館（2月12日は開館）　午前10 時～午後 6 時まで　入館は閉館の 30 分前まで
◆ 入館料：一般 500 円（400 円）／大高生 300 円（200 円）、（　）内 20 名以上の団体料金／中小生無料

2007年 3月１日［木］─ 3月30日［金］　選ばれた新進作家たち  第 26 回損保ジャパン美術財団選抜奨励展
各美術団体の絵画部門における「損保ジャパン美術財団奨励賞」受賞作と、全国の推薦委員によって推薦された絵画作品を展示し、会場審査により優秀

作品を選出、表彰します。

◆ 月曜休館　午前10 時～午後 6 時まで　入館は閉館の 30 分前まで
◆ 入館料：一般 500 円（400 円）／大高生 300 円（200 円）、（　）内 20 名以上の団体料金／中小生無料

岩岡航路《南島・鮫池・忍》

受賞作《月・追憶》2005 年

物画家を発掘・支援しその作品を収集しています。

本展覧会では 600点以上に

およぶ博士のコレクションの

中から、現代の植物画家に

よる世界各地の草花を描い

た 121 点の作品が展示され

ました。

ブリジッド・エドワーズ《食用酸漿》

ウィーン美術アカデミー

　ハプスブルク帝国の都であったウィーンは、

モーツァルト、シューベルトなどの活躍で「音

楽の都」として知られています。しかし、ウィー

ンは美術、建築、演劇部門でも見るべきも

のが多く、その造形教育を支えてきた中央

ヨーロッパ最古の美術学校がウィーン美術ア

カデミーです。宮廷画家シュトゥルーデルが

1692 年より私邸で行っていた「アカデミー活

動」をその創始としています。1726 年に皇

帝カール 6世が学長を任命し、パリのアカ

デミーに倣って「絵画」「彫刻」「建築」「版

画」の 4部門が創設されました。その娘の

女帝マリア・テレジアの時代には、アカデミー

は帝室全領土の中心となる芸術教育を提供

するだけでなく、文部行政の役割も果たして

いました。1876 年にハンゼン設計のネオ・

ルネサンス様式の校舎が完成し、1920 年か

ら女子生徒も受け入れています。現在では、

「写真」「メディア」「テキスタイル・デザイン」

「舞台デザイン」「修復」「美術教育」学科

も加わり、約 900人の生徒が学んでいます。

付属絵画館はウィーン最古の公共美術館で

ウィーン美術史美術館に次ぐ規模を誇り、

また付属図書館の絵画・建築資料もオースト

リアでは最古・最大規模で知られています。

コレクションの特色

　付属絵画館の収蔵品は、当初アカデミー

入会審査用に提出された作品やコンテスト入

賞作品などが中心でしたが、1824 年にラン

ベルク伯爵（1740－1822）の収集品約 800

点が遺贈され質量共に充実しました。今回

は出品されていませんがヒエロニムス・ボス

の三連祭壇画《最後の審判》やボッティチェ

リ工房の《聖母子》などを代表とする12 世

紀から現代に及ぶ約 2,000 点の作品を収蔵

しています。また、ランベルク伯爵の希望

で公共美術館として収集品が一般大衆に公

開されるようになったことも重要なことです。

伯爵のコレクションは 17 世紀のオランダと

フランドル絵画や、外交官としてイタリアに

滞在した関係でグアルディなどのヴェドゥータ

（街景画）が中心で、当時の旅行案内書に掲
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発行日＝ 2006 年 8月1日
発行＝財団法人損保ジャパン美術財団
　　　損保ジャパン東郷青児美術館
製作＝求龍堂　デザイン＝若林純子
印刷＝凸版印刷株式会社03（5777）8600お問い合せ先

ハローダイヤル

160-8338  東京都新宿区西新宿1-26-1  損保ジャパン本社ビル 42 階
電話 03（3349）3081［代表］／ファックス 03（3349）3079
ホームページ＝ http://www.sompo-japan.co.jp/museum/
交通＝ JR 新宿駅西口、丸ノ内線新宿駅・西新宿駅、
　　　大江戸線新宿西口駅より徒歩 5分

載されるほど著名なコレクションでした。伯

爵所蔵品目録にはルーベンスだけで 28点の

作品が記録されていたそうです。

展覧会のみどころ

　今回の出品作品のほとんどが旧ランベル

ク伯爵コレクションであり、17 世紀「黄金時

代」のフランドル、オランダなどの「オール

ドマスター」の作品が見所となっています。

ウィーンで活動したこともあるルーカス・クラ

ナハ（父）の板絵 4 点は本展中の白眉であ

ります。また、ファン・ダイクの15 歳頃の最

初の自画像、ルーベンスの《三美神》、ムリー

リョの《サイコロ遊びをする少年たち》、レン

ブラントの《若い女性の肖像》、レンブラント

に師事したニコラース・マースの《アドニスの

装いの少年の肖像》などの名品を堪能する

ことができます。ウィーンで守り愛されてき

た400 年に亘るヨーロッパ絵画の流れを展

観することで、ハプスブルク家の栄光、ウィー

ンの歴史に思いを馳せることができます。

ギャラリートーク
学芸員が会場内で説明します。（約 30 分）

【一般対象】
9月 22日（金）、29日（金）いずれも18:00 ～

1 2

1──アントニス・ファン・ダイク
  《15 歳頃の自画像》 1614 年頃
2──ペーテル・パウル・ルーベンス
  《三美神》1620̶24 年
3──レンブラント・ハルメンス・ファン・レイン
  《若い女性の肖像》 1632 年
4──ニコラース・マース
  《アドニスの装いの少年の肖像》1670 年頃
5──バルトロメ・エステバン・ムリーリョ
  《サイコロ遊びをする少年たち》1670/75 年頃
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160-8338  東京都新宿区西新宿1-26-1  損保ジャパン本社ビル42階
電話 03（3349）3081［代表］／ファックス 03（3349）3079
ホームページ＝http://www.sompo-japan.co.jp/museum/
交通＝JR新宿駅西口、丸ノ内線新宿駅・西新宿駅、
　　　大江戸線新宿西口駅D4出口より徒歩5分

2011年4月29日（金・祝）～ 7月3日（日）
アルプスの画家 セガンティーニ　―光と山―
◆月曜休館（5月2日は開館）、午前10時～午後6時（金曜日は午後8時まで）
　入館は閉館の30分前まで

2011年7月12日（火）～ 8月31日（水）
タグチ・アートコレクション　GLOBAL NEW ART
―現代アートをもっと楽しむために―
◆月曜休館（7月18日は開館）、午前10時～午後6時（金曜日は午後8時まで）
　入館は閉館の30分前まで

2011年9月10日（土）～ 11月13日（日）
モーリス・ドニ　―いのちの輝き、子どものいる風景―

【お客様感謝デー無料開館日10月1日（土）】
◆月曜休館（9月19日、10月10日は開館）、午前10時～午後6時（金曜日は
　午後8時まで）　入館は閉館の30分前まで

◆観覧料：一般1,000円（800円）／大高生600円（500円）
　（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金／シルバー〔65歳以上〕800円
　中学生以下無料

2011年11月19日（土）～ 12月25日（日）
東郷青児とデザイン展　―所蔵コレクション―
◆月曜休館、午前10時～午後6時
　入館は閉館の30分前まで

2012年1月7日（土）～ 2月19日（日）
赤十字150年 日本赤十字社所蔵アート展
東郷青児、梅原龍三郎からピカソまで―いのちと尊厳によせる想い
◆月曜休館（1月9日は開館）、午前10時～午後6時　
　入館は閉館の30分前まで

2012年3月3日（土）～ 4月1日（日）
第31回損保ジャパン美術財団 選抜奨励展
◆月曜休館、午前10時～午後6時
　入館は閉館の30分前まで

◆観覧料：一般500円（400円）／大高生300円（200円）
　（　）内は20名以上の団体料金／中学生以下無料

2011年4月29日［金・祝］→7月3日［日］

　ジョヴァンニ・セガンティーニ（1858～ 99年）は、スイスの
アルプスに魅せられて、アルプスの山々とそこに暮らす人々を
描き続けた画家です。また、19世紀末イタリア美術の前衛であ
る分割主義、象徴主義の代表者の一人に位置づけられています。
　イタリアに生まれ、少年時代から画才を示したセガンティー
ニは、ミラノのブレラ美術学校で古典を学びながらも、フランス
を中心に起こった美術の新しい潮流に影響を受けます。画業の
前半は、イタリアの身近な農村風景をテーマにした写実主義の
作品を描き、スイスに移住した後半に、フランス新印象派に似
た分割主義の細長い筆触で、光と色彩あふれるアルプスの風景
画に取り組みます。また晩年には、アルプスを舞台に母性、生、
死、虚栄などの内面的なテーマで、象徴主義の傾向を強めるこ

とになります。
　本展覧会は、このような初期から晩年までのセガンティーニ
の画業を、その生涯とともに紹介するものです。スイス・セガン
ティーニ美術館、ミラノ市立近代美術館をはじめとする国内外
のコレクションから、厳選された油彩、素描を含む約60点のほ
か、自筆の手紙などの資料によって構成します。
　41歳の若さで他界したセガンティーニの作品は数少なく、ま
た世界に散逸しているため、まとまった数を集めた個展の開催
は海外でも限られています。本展覧会は、国内では33年ぶりに
実現する2回目の回顧展であり、画家の全貌とその魅力にあら
ためて迫る貴重な機会となります。

【平面作品部門】

損保ジャパン美術賞

岩岡航路《南島・鮫池・忍》油彩・パネル

秀作賞

安冨洋貴《僕に至る隔たり》鉛筆・KMKケント紙

榎本香菜子《最後の個体》アクリル・油彩・キャンバス

樫原隆男《イエローウイング》油彩・キャンバス

【立体作品部門】

新作優秀賞

白石泰明《海楼》木（寄せ木）

新作秀作賞

ますみつ三知子《LIFE 05 LIFE》鉄・ステンレス・アクリル

神山茂樹《ムリウ アンマ》石膏

INFORMATION 2006年7月─ 2007年3月

損保ジャパン美術

財団では第 25 回

選抜奨励展（3月

16日～ 4月13日）

に先立ち、3 月 6

日に全出品作（平

面 62 作品、立体

18 作品）を対象に

審査を行い、授賞を決定しました。審査員は池口

史子、澄川喜一、宝木範義、田中通孝、寺坂公雄、

ワシオ・トシヒコの各氏に財団関係者 2 名を加え

た計 8 名。入賞作品は右記のとおりでした。

選ばれた新進作家たち 第 25回損保ジャパン美術財団選抜奨励展 入賞作品報告

英国シャーリー・シャーウッド コレクション

現代植物画の巨匠展
ボタニカル・アートのルネサンス 開催

4月22日から7月2日まで

第 29回損保ジャパン東郷青児美術館大賞授賞式開催

受賞作は小杉小二郎氏の《月・追憶》

写真のない時代に植物や薬草の学術的な記録を

目的に描かれた植物画は、写真術や印刷技術の

発展により一時衰退の兆しをみせました。しかし

草花の成長過程や断面図・解剖図を同時に一枚

の画面に表現する等の植物画ならではの特長が

近年再評価され、現在も世界各地で多くの作家

が現役の植物画家として活躍しています。

英国のシャーリー・シャーウッド博士は植物画の

普及につとめながら世界各地をまわり、現代の植

6月 7日（水）、損保ジャパン本社ビルにおいて

第 29 回損保ジャパン東郷青児美術館大賞を受

賞した小杉小二郎氏の授賞式が開催され、選考

委員をはじめ多くの方々が出席されました。小杉

小二郎氏は 1944 年東京都生まれ。幼少より祖父

放菴より墨絵の手ほどきをうけ、日本大学工業

デザイン科で学びました。1970 年に中川一政氏

と共に渡仏し、アカデミー・グランド・ショミエール

に通い、1972 年には作品がフランス国家の買い

上げとなります。現在はフランスと日本を行き来し、

両国で活躍しています。受賞作《月・追憶》は、

一昨年に亡くなった御母堂を追憶した連作のひと

つで、2005 年の回顧展『巴里穏やかに時は流れ

小杉小二郎展」で発表され注目を集めました。

受賞記念展「小杉小二郎展（仮称）」は 2007 年

秋に当美術館で開催されます。

2006 年 7月 8日［土］─ 9月3日［日］ポップアート1960’s → 2000’s  リキテンスタイン、ウォーホルから最新の若手まで
60 年代のビッグネームから、ピーター・ハリー、キース・ヘリングら 80 年代の個性派を経て、アメリカでポップアートの精神を受けつぐ現在活躍する若手

作家たちを紹介します。

◆ 月曜休館（7月17日は開館）午前10 時～午後 6 時まで（金曜日は午後 8 時まで）入館は閉館の 30 分前まで
◆ 入館料：一般 1,000 円（800 円）／大高生600 円（500 円）、（　）内 20 名以上の団体料金／シルバー（65歳以上）800 円／中小生無料

2006 年 9月16日［土］─11月12日［日］　ヨーロッパ絵画の400年  ウィーン美術アカデミー名品展
 ルネサンスから近代まで─クラナハ、ルーベンス、レンブラント…

ウィーン最古の公共美術館であるウィーン美術アカデミー付属絵画館の収蔵品から、クラナハ（父）の板絵 4 点、ルーベンス、レンブラントなどの名品約 80

点を展示します。 【お客様感謝デー無料観覧日10月1日（日）】
◆ 月曜休館（9月18日、10月 9日は開館）午前10 時～午後 6 時まで（金曜日は午後８時まで）入館は閉館の 30 分前まで
◆ 入館料：一般 1,000 円（800 円）／大高生600 円（500 円）、（　）内 20 名以上の団体料金／シルバー（65歳以上）800 円／中小生無料

2006 年 11月 23日［木・祝］─12月26日［火］　第28回損保ジャパン東郷青児美術館大賞受賞記念  大津英敏展
第 28 回損保ジャパン東郷青児美術館大賞受賞を記念し、家族の肖像画など、初期の作品から新作まで約 60 余点を展示する回顧展です。

◆ 月曜休館　午前10 時～午後 6 時まで　入館は閉館の 30 分前まで
◆ 入館料：一般 500 円（400 円）／大高生 300 円（200 円）、（　）内 20 名以上の団体料金／中小生無料

2007年 1月11日［木］─ 2月18日［日］　未来を担う美術家たち「DOMANI・明日」展 2007
 〈文化庁芸術家在外研修（新進芸術家海外留学制度）の成果〉

文化庁が実施している若手芸術家の海外研修の成果を発表します。

◆ 月曜休館（2月12日は開館）　午前10 時～午後 6 時まで　入館は閉館の 30 分前まで
◆ 入館料：一般 500 円（400 円）／大高生 300 円（200 円）、（　）内 20 名以上の団体料金／中小生無料

2007年 3月１日［木］─ 3月30日［金］　選ばれた新進作家たち  第 26 回損保ジャパン美術財団選抜奨励展
各美術団体の絵画部門における「損保ジャパン美術財団奨励賞」受賞作と、全国の推薦委員によって推薦された絵画作品を展示し、会場審査により優秀

作品を選出、表彰します。

◆ 月曜休館　午前10 時～午後 6 時まで　入館は閉館の 30 分前まで
◆ 入館料：一般 500 円（400 円）／大高生 300 円（200 円）、（　）内 20 名以上の団体料金／中小生無料

岩岡航路《南島・鮫池・忍》

受賞作《月・追憶》2005 年

物画家を発掘・支援しその作品を収集しています。

本展覧会では 600点以上に

およぶ博士のコレクションの

中から、現代の植物画家に

よる世界各地の草花を描い

た 121 点の作品が展示され

ました。

ブリジッド・エドワーズ《食用酸漿》
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【お知らせ】
★ギャラリートークなどの関連企画は、ホームページをご覧ください。
     ⇒　http://www.sompo-japan.co.jp/museum/

　金沢は、九谷焼、漆器、金箔、友禅、象眼、水
引細工、繊細な和菓子など「加賀百万石」とうた
われる伝統文化の数々によって旅好きな人々を
魅了します。1952年以来、毎年6月に開催される
「百万石まつり」では、行列や茶会などの華やか
な行事が催されています。一方で、1996年に設
立された石川県芸術文化協会は「石川県の文化

振興」のために1999年から「ビエンナーレいし
かわ秋の芸術祭」を開催、県内の文化団体に発表
の場を提供すると共に、ドイツやオーストラリ
アなどとの海外交流も進めています。
　その「ビエンナーレいしかわ」のプログラムの
ひとつとして、今年の秋に、当館所蔵の作品に
よる「東郷青児展」が開催されることになりまし
た。パリ仕込みの装飾性と、幾何学的で抑制され
た造形を融合させ、さらに日本画や浮世絵にも
通じる繊細な仕上げを追求した東郷の絵画は、
金沢のおちついた雰囲気にとけこむ展覧会にな
ることと思います。

　東郷青児は留学中にギャラリー・ラファイエッ
トのパリ本店とニース支店で装飾美術の仕事を
しました。またこの頃、トルストイが周囲の農民
たちに自分の小説を読み聞かせ、農民たちが理
解できるまで書き直したという新聞記事に感銘
を受け、誰にでも理解できる作品を志したとも
いわれています。
　帰国後は絵画制作だけでは生活ができず、文
学雑誌に寄稿し何とか生活を続けました。1930

年には読売新聞漫画部員として漫画作品を発表
しています。1933年より安田火災（現損保ジャ
パン）の前身である東京火災のパンフレットや

カレンダーで東郷作品が採用され、東郷は1963

年から1978年まで安田火災の贈答用扇子の原画
を手がけました。
　また東郷は、日本全国の数多くの洋菓子店の
包装紙をデザインし注目を集めました。清酒ボ
トルのデザインや書籍の装丁にも従事するなど、
東郷は生涯を通じて、広い視野の中で活動を続
けたといえます。
　本展では、絵画作品の展示に合わせ、東郷が
執筆･翻訳・装丁･挿画を担当した書籍、東郷作品
を使用した包装紙、紙袋、風呂敷、扇子、リーフ
レット、カレンダー、レコード･ジャケット、化粧
品、食器（グラス、皿）、オリンピック記念メダル
などを展示し、東郷の幅広い活動の軌跡をご紹
介します。

2011ビエンナーレいしかわ秋の芸術祭
東郷青児展

2011年9月23日（金・祝）～ 10月10日（月・祝）
北國新聞赤羽ホール　

東郷青児《望郷》1959年、油彩・キャンヴァス

2011年4月─2012年3月

東郷青児とデザイン展
―所蔵コレクション―

2011年11月19日（土）～ 12月25日（日）

東郷青児作安田火災住宅綜合保険リーフレット原画
1961年、油彩・キャンヴァス

アルプスの画家
セガンティーニ

―光と山―
ジョヴァンニ・セガンティーニ
《アルプスの真昼》
1891年、油彩・キャンヴァス
セガンティーニ美術館
（オットー・フィッシュバッハー財団より寄託）



生きることの悲しみや苦しみも見逃すことは
ありませんでした。また、ドニの子どもたちは
しばしば神話や聖書の場面の中に、その登場
人物の姿を借りて描かれているように、ドニ
にとって「子ども」、そして「子どもを描くとい
うこと」は、家族への愛情表現を超越し、「生」
あるいは「死」とは何なのか、もしくは「生命」
そのものを探求するためのひとつの術であっ
たのかもしれません。
　本展覧会では、ドニの作品の中でも「子ど
も」や「家族」を主題にした作品に注目し、そ
の変遷をたどりながら、ドニの芸術にアプ
ローチします。フランスを中心とする美術館
および個人が所蔵する作品に加えて、新たに
発見された未公開作品も数多く出品されま
す。

ら収集するうちに、急速なグローバル化を反
映してニューヨーク美術界がひきよせた世界
の作家たちへと視野を広げていったのです。
　作家の代表作たりえる大作ぞろいの作品群
は100点をこえますが、当館では2000年代に
制作された作品を中心に約40点を展示しま
す。様々な場所で、様々な活動をしている作
家達が平面作品で一堂にならぶさまは滅多に
見られるものではありません。世界で通用す
る作品群がもつ普遍性と、その上で演出され
る、あるいは、にじみ出るお国柄とのバランス
……。さらに、田口氏のご好意で、お宅の写真
をちょっとご紹介。クールな現代アートが、そ
れを愛する人の生活に溶け込んだ姿をのぞい
てみませんか。

　ウォーホルやリキテンスタイン、イギリス現
代絵画を代表するジュリアン・オピー、YBA

のデミアン・ハースト、ブラジルの人気作家
ヴィック・ムニーズ、現代インドをポップに描
くトゥークラル＆タグラ、奈良美智や大岩オス
カール……「1980年代以降の現代絵画の代表
的なものは網羅」したい、と語るコレクター・
田口弘氏のコレクションには、国際的なビッグ
ネームが名を連ねています。
　田口氏は、1990年頃にキース・ヘリングの
「斬新な構図やカラフルな色合い」に魅せら
れ、アメリカ現代絵画を中心に、社長をつとめ
ていたミスミの企業コレクションを作り上げま
した（「ポップアート1960’→2000’s」展として
巡回）。そのかたわら「ニュー・ペインティング」
と呼ばれるような80年代以降の大型絵画を自

もたちや家族を描いた作品は、ドニの芸術の
中で主要な位置をしめているといえます。
　ドニは二度の結婚により、9人の子どもたち
に恵まれました（うち一人は早世）。彼らをモ
デルに、誕生、はじめてのミルク、歩きはじめ、
食事、入浴、勉強など、子どもたちの成長の様
子や幸せな日々の光景が、まるで家族のアル
バムのように、ドニの作品の中に再現されて
います。
　しかしドニにとって子どもを描くというこ
とは、単に幸福な日常を画面にとどめるだけ
ではなかったといえます。赤ん坊のうちに亡く
なった第１子ジャン＝ポールの死、死期をさ
とったような憂いの表情を浮かべた妻マルト
（マルトは第7子ジャン＝フランソワが4歳の
時に死去）など、ドニは生命の輝きにひそむ、

モーリス・ドニ
―いのちの 輝 き、子 どものいる 風景―

Maurice Denis - Le Matin de la vie -

2011年9月10日（土）～11月13日（日）

　モーリス・ドニ（1870～ 1943年）は、19世
紀末から20世紀前半にかけて活躍した、フ
ランスの象徴派を代表する画家です。前衛芸
術グループ「ナビ派」の創立主要メンバーで
あり、平面や単純な形態を使った装飾的なス
タイルは、20世紀における抽象絵画運動に少
なからぬ影響をあたえたと言われています。
優美な曲線と抒情的な色彩を用いた作品は
親しみやすく、同時に神秘的な趣もたたえて
います。
　自らも敬虔なカトリック教徒であり、ナビ
派の時代には「美しきイコン（聖像）のナビ」
と呼ばれたドニは、聖書あるいはギリシャや
ローマ神話を主題にした作品で知られていま
す。しかしその一方で、日常生活に基づいた
「アンチーム（親密）」な作品、特に自分の子ど
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タグチ・アートコレクション

GLOBAL NEW ART
～現代アートをもっと楽しむために～

2011年7月12日（火）～8月31日（水）

ケヒンディ・ウイリー《ホワイト・オーキッド》
2005年、油彩・キャンヴァス
©Kehinde Wiley

赤十字 1 5 0 年

日本赤十字社所蔵アート展
東郷青児、梅原龍三郎からピカソまで

─いのちと尊厳によせる 想い
2012年1月7日（土）～2月19日（日）

　デュナンがソルフェリーノの惨 状を見か
ねて「敵味方の区別なき救護」を始めたのは
1859年。それを各国に呼びかけ、赤十字国際
委員会の前身である五人委員会に結実したの
が1863年。現在、日赤をふくむ世界186の赤
十字社は、それから150年目にあたる2009～
13年を「赤十字150年」として活動の普及につ
とめています。
　東郷青児の記念館である当館では、この機
会に、日赤所蔵の絵画群を公開し、あわせて、
79歳の東郷をソルフェリーノの現地取材へと
つき動かした赤十字思想とその活動をご紹介
します。

　東郷青児が描いた戦場の絵をご存じでしょ
うか。19世紀にスイス人アンリー・デュナン
（1828～ 1910年）が赤十字思想を生み出す
きっかけとなった、イタリア統一戦争の激戦地
ソルフェリーノを描いた300号近い油彩画で
す。女性像で知られる青児にしてはめずらし
く、実在の風景と兵士達をていねいに描いた
この大作は、現在、港区芝にある日本赤十字
社の本社ロビーに展示されています。東京タ
ワーの足元に立つ日赤本社ビルの中には、ほ
かにも梅原龍三郎や永瀬義郎、東山魁夷など、
東郷と同じく人道思想に共鳴した美術家達か
ら寄贈された100点をこえる作品が飾られて
います。

東郷青児《ナース像》1974年、油彩・キャンヴァス、日本赤十字社

①モーリス・ドニ《子どもの身づくろい》1899年、油彩・キャンヴァス、個人蔵
②モーリス・ドニ《ジャン＝ポールの死》1895年、油彩・厚紙、個人蔵
③モーリス・ドニ《縞模様のクッションの母子（憂いの母子像）》1915年頃、油彩・厚紙、個人蔵
④モーリス・ドニ《バルコニーの子どもたち、ヴェネツィアにて（ヴェネツィアのバルコニーにて）》1907年、油彩・キャンヴァス、パリ・オルセー美術館（カーン美術館寄託）
⑤モーリス・ドニ《川から救いだされたモーゼ》1900年、油彩・テンペラ・キャンヴァス、個人蔵
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生きることの悲しみや苦しみも見逃すことは
ありませんでした。また、ドニの子どもたちは
しばしば神話や聖書の場面の中に、その登場
人物の姿を借りて描かれているように、ドニ
にとって「子ども」、そして「子どもを描くとい
うこと」は、家族への愛情表現を超越し、「生」
あるいは「死」とは何なのか、もしくは「生命」
そのものを探求するためのひとつの術であっ
たのかもしれません。
　本展覧会では、ドニの作品の中でも「子ど
も」や「家族」を主題にした作品に注目し、そ
の変遷をたどりながら、ドニの芸術にアプ
ローチします。フランスを中心とする美術館
および個人が所蔵する作品に加えて、新たに
発見された未公開作品も数多く出品されま
す。

ら収集するうちに、急速なグローバル化を反
映してニューヨーク美術界がひきよせた世界
の作家たちへと視野を広げていったのです。
　作家の代表作たりえる大作ぞろいの作品群
は100点をこえますが、当館では2000年代に
制作された作品を中心に約40点を展示しま
す。様々な場所で、様々な活動をしている作
家達が平面作品で一堂にならぶさまは滅多に
見られるものではありません。世界で通用す
る作品群がもつ普遍性と、その上で演出され
る、あるいは、にじみ出るお国柄とのバランス
……。さらに、田口氏のご好意で、お宅の写真
をちょっとご紹介。クールな現代アートが、そ
れを愛する人の生活に溶け込んだ姿をのぞい
てみませんか。

　ウォーホルやリキテンスタイン、イギリス現
代絵画を代表するジュリアン・オピー、YBA

のデミアン・ハースト、ブラジルの人気作家
ヴィック・ムニーズ、現代インドをポップに描
くトゥークラル＆タグラ、奈良美智や大岩オス
カール……「1980年代以降の現代絵画の代表
的なものは網羅」したい、と語るコレクター・
田口弘氏のコレクションには、国際的なビッグ
ネームが名を連ねています。
　田口氏は、1990年頃にキース・ヘリングの
「斬新な構図やカラフルな色合い」に魅せら
れ、アメリカ現代絵画を中心に、社長をつとめ
ていたミスミの企業コレクションを作り上げま
した（「ポップアート1960’→2000’s」展として
巡回）。そのかたわら「ニュー・ペインティング」
と呼ばれるような80年代以降の大型絵画を自

もたちや家族を描いた作品は、ドニの芸術の
中で主要な位置をしめているといえます。
　ドニは二度の結婚により、9人の子どもたち
に恵まれました（うち一人は早世）。彼らをモ
デルに、誕生、はじめてのミルク、歩きはじめ、
食事、入浴、勉強など、子どもたちの成長の様
子や幸せな日々の光景が、まるで家族のアル
バムのように、ドニの作品の中に再現されて
います。
　しかしドニにとって子どもを描くというこ
とは、単に幸福な日常を画面にとどめるだけ
ではなかったといえます。赤ん坊のうちに亡く
なった第１子ジャン＝ポールの死、死期をさ
とったような憂いの表情を浮かべた妻マルト
（マルトは第7子ジャン＝フランソワが4歳の
時に死去）など、ドニは生命の輝きにひそむ、

モーリス・ドニ
―いのちの 輝 き、子 どものいる 風 景―

Maurice Denis - Le Matin de la vie -

2011年9月10日（土）～11月13日（日）

　モーリス・ドニ（1870～ 1943年）は、19世
紀末から20世紀前半にかけて活躍した、フ
ランスの象徴派を代表する画家です。前衛芸
術グループ「ナビ派」の創立主要メンバーで
あり、平面や単純な形態を使った装飾的なス
タイルは、20世紀における抽象絵画運動に少
なからぬ影響をあたえたと言われています。
優美な曲線と抒情的な色彩を用いた作品は
親しみやすく、同時に神秘的な趣もたたえて
います。
　自らも敬虔なカトリック教徒であり、ナビ
派の時代には「美しきイコン（聖像）のナビ」
と呼ばれたドニは、聖書あるいはギリシャや
ローマ神話を主題にした作品で知られていま
す。しかしその一方で、日常生活に基づいた
「アンチーム（親密）」な作品、特に自分の子ど
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日本赤十字社所蔵アート展
東郷青児、梅 原龍三郎からピカソまで

─ い のちと尊厳によせる 想い
2012年1月7日（土）～2月19日（日）

　デュナンがソルフェリーノの惨状を見かね
て「差別なき救護」を始めたのは1859年。それ
をヨーロッパ各国に呼びかけ、赤十字国際委
員会の前身である五人委員会に結実したのが
1863年。現在、日赤をふくむ世界186の赤十
字組織は、それから150年目にあたる2009～
13年を「赤十字150年」として活動の普及につ
とめています。
　東郷青児の記念館である当館では、この機
会に、日赤所蔵の絵画群を公開し、あわせて、
79歳の東郷をソルフェリーノの現地取材へと
つき動かした赤十字思想とその活動をご紹介
します。

　東郷青児がおり重なる死傷者を描いた戦場
の絵をご存じでしょうか。19世紀にスイス人
アンリー・デュナン（1828～ 1910年）が赤十
字思想を生み出すきっかけとなった、イタリ
ア統一戦争の激戦地ソルフェリーノを描いた
300号近い油彩画です。女性像で知られる青
児にしてはめずらしく、実在の風景と兵士達
をていねいに描いたこの大作は、現在、港区芝
にある日本赤十字社の本社ロビーに展示され
ています。東京タワーの足元に立つ重厚な日
赤社屋の中には、ほかにも梅原龍三郎や永瀬
義郎、東山魁夷など、東郷と同じく人道思想に
共鳴した美術家達から寄贈された100点をこ
える作品が飾られています。
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④モーリス・ドニ《バルコニーの子どもたち、ヴェネツィアにて（ヴェネツィアのバルコニーにて）》1907年、油彩・キャンヴァス、パリ・オルセー美術館（カーン美術館寄託）
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ローチします。フランスを中心とする美術館
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は100点をこえますが、当館では2000年代に
制作された作品を中心に約40点を展示しま
す。様々な場所で、様々な活動をしている作
家達が平面作品で一堂にならぶさまは滅多に
見られるものではありません。世界で通用す
る作品群がもつ普遍性と、その上で演出され
る、あるいは、にじみ出るお国柄とのバランス
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　田口氏は、1990年頃にキース・ヘリングの
「斬新な構図やカラフルな色合い」に魅せら
れ、アメリカ現代絵画を中心に、社長をつとめ
ていたミスミの企業コレクションを作り上げま
した（「ポップアート1960’→2000’s」展として
巡回）。そのかたわら「ニュー・ペインティング」
と呼ばれるような80年代以降の大型絵画を自

もたちや家族を描いた作品は、ドニの芸術の
中で主要な位置をしめているといえます。
　ドニは二度の結婚により、9人の子どもたち
に恵まれました（うち一人は早世）。彼らをモ
デルに、誕生、はじめてのミルク、歩きはじめ、
食事、入浴、勉強など、子どもたちの成長の様
子や幸せな日々の光景が、まるで家族のアル
バムのように、ドニの作品の中に再現されて
います。
　しかしドニにとって子どもを描くというこ
とは、単に幸福な日常を画面にとどめるだけ
ではなかったといえます。赤ん坊のうちに亡く
なった第１子ジャン＝ポールの死、死期をさ
とったような憂いの表情を浮かべた妻マルト
（マルトは第7子ジャン＝フランソワが4歳の
時に死去）など、ドニは生命の輝きにひそむ、

モーリス・ドニ
―いのちの 輝 き、子 どものいる 風景 ―

Maurice Denis - Le Matin de la vie -

2011年9月10日（土）～11月13日（日）

　モーリス・ドニ（1870～ 1943年）は、19世
紀末から20世紀前半にかけて活躍した、フ
ランスの象徴派を代表する画家です。前衛芸
術グループ「ナビ派」の創立主要メンバーで
あり、平面や単純な形態を使った装飾的なス
タイルは、20世紀における抽象絵画運動に少
なからぬ影響をあたえたと言われています。
優美な曲線と抒情的な色彩を用いた作品は
親しみやすく、同時に神秘的な趣もたたえて
います。
　自らも敬虔なカトリック教徒であり、ナビ
派の時代には「美しきイコン（聖像）のナビ」
と呼ばれたドニは、聖書あるいはギリシャや
ローマ神話を主題にした作品で知られていま
す。しかしその一方で、日常生活に基づいた
「アンチーム（親密）」な作品、特に自分の子ど
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赤十字 1 5 0 年

日本赤十字社所蔵アート展
東郷青児、梅 原 龍三郎からピカソまで

─い のちと尊厳によせる想い
2012年1月7日（土）～2月19日（日）

　デュナンがソルフェリーノの惨状を見かね
て「差別なき救護」を始めたのは1859年。それ
をヨーロッパ各国に呼びかけ、赤十字国際委
員会の前身である五人委員会に結実したのが
1863年。現在、日赤をふくむ世界186の赤十
字組織は、それから150年目にあたる2009～
13年を「赤十字150年」として活動の普及につ
とめています。
　東郷青児の記念館である当館では、この機
会に、日赤所蔵の絵画群を公開し、あわせて、
79歳の東郷をソルフェリーノの現地取材へと
つき動かした赤十字思想とその活動をご紹介
します。

　東郷青児がおり重なる死傷者を描いた戦場
の絵をご存じでしょうか。19世紀にスイス人
アンリー・デュナン（1828～ 1910年）が赤十
字思想を生み出すきっかけとなった、イタリ
ア統一戦争の激戦地ソルフェリーノを描いた
300号近い油彩画です。女性像で知られる青
児にしてはめずらしく、実在の風景と兵士達
をていねいに描いたこの大作は、現在、港区芝
にある日本赤十字社の本社ロビーに展示され
ています。東京タワーの足元に立つ重厚な日
赤社屋の中には、ほかにも梅原龍三郎や永瀬
義郎、東山魁夷など、東郷と同じく人道思想に
共鳴した美術家達から寄贈された100点をこ
える作品が飾られています。

東郷青児《ナース像》1974年、油彩・キャンヴァス、日本赤十字社

①モーリス・ドニ《子どもの身づくろい》1899年、油彩・キャンヴァス、個人蔵
②モーリス・ドニ《ジャン＝ポールの死》1895年、油彩・厚紙、個人蔵
③モーリス・ドニ《縞模様のクッションの母子（憂いの母子像）》1915年頃、油彩・厚紙、個人蔵
④モーリス・ドニ《バルコニーの子どもたち、ヴェネツィアにて（ヴェネツィアのバルコニーにて）》1907年、油彩・キャンヴァス、パリ・オルセー美術館（カーン美術館寄託）
⑤モーリス・ドニ《川から救いだされたモーゼ》1900年、油彩・テンペラ・キャンヴァス、個人蔵
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生きることの悲しみや苦しみも見逃すことは
ありませんでした。また、ドニの子どもたちは
しばしば神話や聖書の場面の中に、その登場
人物の姿を借りて描かれているように、ドニ
にとって「子ども」、そして「子どもを描くとい
うこと」は、家族への愛情表現を超越し、「生」
あるいは「死」とは何なのか、もしくは「生命」
そのものを探求するためのひとつの術であっ
たのかもしれません。
　本展覧会では、ドニの作品の中でも「子ど
も」や「家族」を主題にした作品に注目し、そ
の変遷をたどりながら、ドニの芸術にアプ
ローチします。フランスを中心とする美術館
および個人が所蔵する作品に加えて、新たに
発見された未公開作品も数多く出品されま
す。

ら収集するうちに、急速なグローバル化を反
映してニューヨーク美術界がひきよせた世界
の作家たちへと視野を広げていったのです。
　作家の代表作たりえる大作ぞろいの作品群
は100点をこえますが、当館では2000年代に
制作された作品を中心に約40点を展示しま
す。様々な場所で、様々な活動をしている作
家達が平面作品で一堂にならぶさまは滅多に
見られるものではありません。世界で通用す
る作品群がもつ普遍性と、その上で演出され
る、あるいは、にじみ出るお国柄とのバランス
……。さらに、田口氏のご好意で、お宅の写真
をちょっとご紹介。クールな現代アートが、そ
れを愛する人の生活に溶け込んだ姿をのぞい
てみませんか。

　ウォーホルやリキテンスタイン、イギリス現
代絵画を代表するジュリアン・オピー、YBA

のデミアン・ハースト、ブラジルの人気作家
ヴィック・ムニーズ、現代インドをポップに描
くトゥークラル＆タグラ、奈良美智や大岩オス
カール……「1980年代以降の現代絵画の代表
的なものは網羅」したい、と語るコレクター・
田口弘氏のコレクションには、国際的なビッグ
ネームが名を連ねています。
　田口氏は、1990年頃にキース・ヘリングの
「斬新な構図やカラフルな色合い」に魅せら
れ、アメリカ現代絵画を中心に、社長をつとめ
ていたミスミの企業コレクションを作り上げま
した（「ポップアート1960’→2000’s」展として
巡回）。そのかたわら「ニュー・ペインティング」
と呼ばれるような80年代以降の大型絵画を自

もたちや家族を描いた作品は、ドニの芸術の
中で主要な位置をしめているといえます。
　ドニは二度の結婚により、9人の子どもたち
に恵まれました（うち一人は早世）。彼らをモ
デルに、誕生、はじめてのミルク、歩きはじめ、
食事、入浴、勉強など、子どもたちの成長の様
子や幸せな日々の光景が、まるで家族のアル
バムのように、ドニの作品の中に再現されて
います。
　しかしドニにとって子どもを描くというこ
とは、単に幸福な日常を画面にとどめるだけ
ではなかったといえます。赤ん坊のうちに亡く
なった第１子ジャン＝ポールの死、死期をさ
とったような憂いの表情を浮かべた妻マルト
（マルトは第7子ジャン＝フランソワが4歳の
時に死去）など、ドニは生命の輝きにひそむ、

モーリス・ドニ
―いのちの 輝 き、子 ど も の い る風 景―

Maurice Denis - Le Matin de la vie -

2011年9月10日（土）～11月13日（日）

　モーリス・ドニ（1870～ 1943年）は、19世
紀末から20世紀前半にかけて活躍した、フ
ランスの象徴派を代表する画家です。前衛芸
術グループ「ナビ派」の創立主要メンバーで
あり、平面や単純な形態を使った装飾的なス
タイルは、20世紀における抽象絵画運動に少
なからぬ影響をあたえたと言われています。
優美な曲線と抒情的な色彩を用いた作品は
親しみやすく、同時に神秘的な趣もたたえて
います。
　自らも敬虔なカトリック教徒であり、ナビ
派の時代には「美しきイコン（聖像）のナビ」
と呼ばれたドニは、聖書あるいはギリシャや
ローマ神話を主題にした作品で知られていま
す。しかしその一方で、日常生活に基づいた
「アンチーム（親密）」な作品、特に自分の子ど

2

タグ チ・ア ー ト コ レ ク シ ョ ン

GLOBAL NEWART
こ の 世 界 を 生 き る ア ー ト

～現代アートをもっと 楽しむために～
2011年7月12日（火）～8月31日（水）

ケヒンディ・ウイリー《ホワイト・オーキッド》
2005年、油彩・キャンヴァス
©Kehinde Wiley

赤 十 字 1 5 0 年

日本赤十字社所蔵アート展
東郷青児、梅原龍三郎 からピカソまで

─いのちと尊厳 によせる想 い
2012年1月7日（土）～2月19日（日）

　デュナンがソルフェリーノの惨状を見かね
て「差別なき救護」を始めたのは1859年。それ
をヨーロッパ各国に呼びかけ、赤十字国際委
員会の前身である五人委員会に結実したのが
1863年。現在、日赤をふくむ世界186の赤十
字組織は、それから150年目にあたる2009～
13年を「赤十字150年」として活動の普及につ
とめています。
　東郷青児の記念館である当館では、この機
会に、日赤所蔵の絵画群を公開し、あわせて、
79歳の東郷をソルフェリーノの現地取材へと
つき動かした赤十字思想とその活動をご紹介
します。

　東郷青児がおり重なる死傷者を描いた戦場
の絵をご存じでしょうか。19世紀にスイス人
アンリー・デュナン（1828～ 1910年）が赤十
字思想を生み出すきっかけとなった、イタリ
ア統一戦争の激戦地ソルフェリーノを描いた
300号近い油彩画です。女性像で知られる青
児にしてはめずらしく、実在の風景と兵士達
をていねいに描いたこの大作は、現在、港区芝
にある日本赤十字社の本社ロビーに展示され
ています。東京タワーの足元に立つ重厚な日
赤社屋の中には、ほかにも梅原龍三郎や永瀬
義郎、東山魁夷など、東郷と同じく人道思想に
共鳴した美術家達から寄贈された100点をこ
える作品が飾られています。

東郷青児《ナース像》1974年、油彩・キャンヴァス、日本赤十字社

①モーリス・ドニ《子どもの身づくろい》1899年、油彩・キャンヴァス、個人蔵
②モーリス・ドニ《ジャン＝ポールの死》1895年、油彩・厚紙、個人蔵
③モーリス・ドニ《縞模様のクッションの母子（憂いの母子像）》1915年頃、油彩・厚紙、個人蔵
④モーリス・ドニ《バルコニーの子どもたち、ヴェネツィアにて（ヴェネツィアのバルコニーにて）》1907年、油彩・キャンヴァス、パリ・オルセー美術館（カーン美術館寄託）
⑤モーリス・ドニ《川から救いだされたモーゼ》1900年、油彩・テンペラ・キャンヴァス、個人蔵

4

1 3 5

生きることの悲しみや苦しみも見逃すことは
ありませんでした。また、ドニの子どもたちは
しばしば神話や聖書の場面の中に、その登場
人物の姿を借りて描かれているように、ドニ
にとって「子ども」、そして「子どもを描くとい
うこと」は、家族への愛情表現を超越し、「生」
あるいは「死」とは何なのか、もしくは「生命」
そのものを探求するためのひとつの術であっ
たのかもしれません。
　本展覧会では、ドニの作品の中でも「子ど
も」や「家族」を主題にした作品に注目し、そ
の変遷をたどりながら、ドニの芸術にアプ
ローチします。フランスを中心とする美術館
および個人が所蔵する作品に加えて、新たに
発見された未公開作品も数多く出品されま
す。

ら収集するうちに、急速なグローバル化を反
映してニューヨーク美術界がひきよせた世界
の作家たちへと視野を広げていったのです。
　作家の代表作たりえる大作ぞろいの作品群
は100点をこえますが、当館では2000年代に
制作された作品を中心に約40点を展示しま
す。様々な場所で、様々な活動をしている作
家達が平面作品で一堂にならぶさまは滅多に
見られるものではありません。世界で通用す
る作品群がもつ普遍性と、その上で演出され
る、あるいは、にじみ出るお国柄とのバランス
……。さらに、田口氏のご好意で、お宅の写真
をちょっとご紹介。クールな現代アートが、そ
れを愛する人の生活に溶け込んだ姿をのぞい
てみませんか。

　ウォーホルやリキテンスタイン、イギリス現
代絵画を代表するジュリアン・オピー、YBA

のデミアン・ハースト、ブラジルの人気作家
ヴィック・ムニーズ、現代インドをポップに描
くトゥークラル＆タグラ、奈良美智や大岩オス
カール……「1980年代以降の現代絵画の代表
的なものは網羅」したい、と語るコレクター・
田口弘氏のコレクションには、国際的なビッグ
ネームが名を連ねています。
　田口氏は、1990年頃にキース・ヘリングの
「斬新な構図やカラフルな色合い」に魅せら
れ、アメリカ現代絵画を中心に、社長をつとめ
ていたミスミの企業コレクションを作り上げま
した（「ポップアート1960’→2000’s」展として
巡回）。そのかたわら「ニュー・ペインティング」
と呼ばれるような80年代以降の大型絵画を自

もたちや家族を描いた作品は、ドニの芸術の
中で主要な位置をしめているといえます。
　ドニは二度の結婚により、9人の子どもたち
に恵まれました（うち一人は早世）。彼らをモ
デルに、誕生、はじめてのミルク、歩きはじめ、
食事、入浴、勉強など、子どもたちの成長の様
子や幸せな日々の光景が、まるで家族のアル
バムのように、ドニの作品の中に再現されて
います。
　しかしドニにとって子どもを描くというこ
とは、単に幸福な日常を画面にとどめるだけ
ではなかったといえます。赤ん坊のうちに亡く
なった第１子ジャン＝ポールの死、死期をさ
とったような憂いの表情を浮かべた妻マルト
（マルトは第7子ジャン＝フランソワが4歳の
時に死去）など、ドニは生命の輝きにひそむ、

モーリス・ドニ
―いのちの 輝 き 、子 ど も の い る 風景 ―

Maurice Denis - Le Matin de la vie -

2011年9月10日（土）～11月13日（日）

　モーリス・ドニ（1870～ 1943年）は、19世
紀末から20世紀前半にかけて活躍した、フ
ランスの象徴派を代表する画家です。前衛芸
術グループ「ナビ派」の創立主要メンバーで
あり、平面や単純な形態を使った装飾的なス
タイルは、20世紀における抽象絵画運動に少
なからぬ影響をあたえたと言われています。
優美な曲線と抒情的な色彩を用いた作品は
親しみやすく、同時に神秘的な趣もたたえて
います。
　自らも敬虔なカトリック教徒であり、ナビ
派の時代には「美しきイコン（聖像）のナビ」
と呼ばれたドニは、聖書あるいはギリシャや
ローマ神話を主題にした作品で知られていま
す。しかしその一方で、日常生活に基づいた
「アンチーム（親密）」な作品、特に自分の子ど

2

タグチ・アートコレクショ ン

GLOBAL NEWART
こ の 世 界 を 生 き る ア ー ト

～現代アート を もっと 楽しむために～
2011年7月12日（火）～8月31日（水）

ケヒンディ・ウイリー《ホワイト・オーキッド》
2005年、油彩・キャンヴァス
©Kehinde Wiley

赤十字 1 5 0 年

日本赤十字社所蔵アート展
東郷青児、梅原 龍 三郎からピカソまで

─いの ち と尊 厳 によせる 想い
2012年1月7日（土）～2月19日（日）

　デュナンがソルフェリーノの惨状を見かね
て「差別なき救護」を始めたのは1859年。それ
をヨーロッパ各国に呼びかけ、赤十字国際委
員会の前身である五人委員会に結実したのが
1863年。現在、日赤をふくむ世界186の赤十
字組織は、それから150年目にあたる2009～
13年を「赤十字150年」として活動の普及につ
とめています。
　東郷青児の記念館である当館では、この機
会に、日赤所蔵の絵画群を公開し、あわせて、
79歳の東郷をソルフェリーノの現地取材へと
つき動かした赤十字思想とその活動をご紹介
します。

　東郷青児がおり重なる死傷者を描いた戦場
の絵をご存じでしょうか。19世紀にスイス人
アンリー・デュナン（1828～ 1910年）が赤十
字思想を生み出すきっかけとなった、イタリ
ア統一戦争の激戦地ソルフェリーノを描いた
300号近い油彩画です。女性像で知られる青
児にしてはめずらしく、実在の風景と兵士達
をていねいに描いたこの大作は、現在、港区芝
にある日本赤十字社の本社ロビーに展示され
ています。東京タワーの足元に立つ重厚な日
赤社屋の中には、ほかにも梅原龍三郎や永瀬
義郎、東山魁夷など、東郷と同じく人道思想に
共鳴した美術家達から寄贈された100点をこ
える作品が飾られています。

東郷青児《ナース像》1974年、油彩・キャンヴァス、日本赤十字社

①モーリス・ドニ《子どもの身づくろい》1899年、油彩・キャンヴァス、個人蔵
②モーリス・ドニ《ジャン＝ポールの死》1895年、油彩・厚紙、個人蔵
③モーリス・ドニ《縞模様のクッションの母子（憂いの母子像）》1915年頃、油彩・厚紙、個人蔵
④モーリス・ドニ《バルコニーの子どもたち、ヴェネツィアにて（ヴェネツィアのバルコニーにて）》1907年、油彩・キャンヴァス、パリ・オルセー美術館（カーン美術館寄託）
⑤モーリス・ドニ《川から救いだされたモーゼ》1900年、油彩・テンペラ・キャンヴァス、個人蔵
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03（5777）8600お問い合せ先
ハローダイヤル

160-8338  東京都新宿区西新宿1-26-1  損保ジャパン本社ビル42階
電話 03（3349）3081［代表］／ファックス 03（3349）3079
ホームページ＝http://www.sompo-japan.co.jp/museum/
交通＝JR新宿駅西口、丸ノ内線新宿駅・西新宿駅、
　　　大江戸線新宿西口駅D4出口より徒歩5分

2011年4月29日（金・祝）～ 7月3日（日）
アルプスの画家 セガンティーニ　―光と山―
◆月曜休館（5月2日は開館）、午前10時～午後6時（金曜日は午後8時まで）
　入館は閉館の30分前まで

2011年7月12日（火）～ 8月31日（水）
タグチ・アートコレクション　GLOBAL NEW ART
―現代アートをもっと楽しむために―
◆月曜休館（7月18日は開館）、午前10時～午後6時（金曜日は午後8時まで）
　入館は閉館の30分前まで

2011年9月10日（土）～ 11月13日（日）
モーリス・ドニ　―いのちの輝き、子どものいる風景―

【お客様感謝デー無料開館日10月1日（土）】
◆月曜休館（9月19日、10月10日は開館）、午前10時～午後6時（金曜日は
　午後8時まで）　入館は閉館の30分前まで

◆観覧料：一般1,000円（800円）／大高生600円（500円）
　（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金／シルバー〔65歳以上〕800円
　中学生以下無料

2011年11月19日（土）～ 12月25日（日）
東郷青児とデザイン展　―所蔵コレクション―
◆月曜休館、午前10時～午後6時
　入館は閉館の30分前まで

2012年1月7日（土）～ 2月19日（日）
赤十字150年日本赤十字社所蔵アート展
東郷青児、梅原龍三郎からピカソまで―いのちと尊厳によせる想い
◆月曜休館（1月9日は開館）、午前10時～午後6時　
　入館は閉館の30分前まで

2012年3月3日（土）～ 4月1日（日）
第31回損保ジャパン美術財団選抜奨励展
◆月曜休館、午前10時～午後6時
　入館は閉館の30分前まで

◆観覧料：一般500円（400円）／大高生300円（200円）
　（　）内は20名以上の団体料金／中学生以下無料

2011年4月29日［金・祝］→7月3日［日］

　ジョヴァンニ・セガンティーニ（1858～ 99年）は、スイスの
アルプスに魅せられて、アルプスの山々とそこに暮らす人々を
描き続けた画家です。また、19世紀末イタリア美術の前衛であ
る分割主義、象徴主義の代表者の一人に位置づけられています。
　イタリアに生まれ、少年時代から画才を示したセガンティー
ニは、ミラノのブレラ美術学校で古典を学びながらも、フランス
を中心に起こった美術の新しい潮流に影響を受けます。画業の
前半は、イタリアの身近な農村風景をテーマにした写実主義の
作品を描き、スイスに移住した後半に、フランス新印象派に似
た分割主義の細長い筆触で、光と色彩あふれるアルプスの風景
画に取り組みます。また晩年には、アルプスを舞台に母性、生、
死、虚栄などの内面的なテーマで、象徴主義の傾向を強めるこ

とになります。
　本展覧会は、このような初期から晩年までのセガンティーニ
の画業を、その生涯とともに紹介するものです。スイス・セガン
ティーニ美術館、ミラノ市立近代美術館をはじめとする国内外
のコレクションから、厳選された油彩、素描を含む約60点のほ
か、自筆の手紙などの資料によって構成します。
　41歳の若さで他界したセガンティーニの作品は数少なく、ま
た世界に散逸しているため、まとまった数を集めた個展の開催
は海外でも限られています。本展覧会は、国内では33年ぶりに
実現する2回目の回顧展であり、画家の全貌とその魅力にあら
ためて迫る貴重な機会となります。

損保ジャパン東郷青児美術館ニュース　No.38

発行日（年1回発行）＝2011年3月31日
発行＝公益財団法人損保ジャパン美術財団 神﨑慎一郎
編集＝公益財団法人損保ジャパン美術財団 中島啓子
製作＝求龍堂　
印刷＝凸版印刷株式会社

【お知らせ】　　東日本大震災の影響により上記予定は変更される場合があります。
★ギャラリートークなどの関連企画は、ホームページをご覧ください。
     ⇒　http://www.sompo-japan.co.jp/museum/

　金沢は、九谷焼、漆器、金箔、友禅、象眼、水
引細工、繊細な和菓子など「加賀百万石」とうた
われる伝統文化の数々によって旅好きな人々を
魅了します。1952年以来、毎年6月に開催される
「百万石まつり」では、行列や茶会などの華やか
な行事が催されています。一方で、1996年に設
立された石川県芸術文化協会は「石川県の文化

振興」のために1999年から「ビエンナーレいし
かわ秋の芸術祭」を開催、県内の文化団体に発表
の場を提供すると共に、ドイツやオーストラリ
アなどとの海外交流も進めています。
　その「ビエンナーレいしかわ」のプログラムの
ひとつとして、今年の秋に、当館所蔵の作品に
よる「東郷青児展」が開催されることになりまし
た。パリ仕込みの装飾性と、幾何学的で抑制され
た造形を融合させ、さらに日本画や浮世絵にも
通じる繊細な仕上げを追求した東郷の絵画は、
金沢のおちついた雰囲気にとけこむ展覧会にな
ることと思います。

　東郷青児は留学中にギャラリー・ラファイエッ
トのパリ本店とニース支店で装飾美術の仕事を
しました。またこの頃、トルストイが周囲の農民
たちに自分の小説を読み聞かせ、農民たちが理
解できるまで書き直したという新聞記事に感銘
を受け、誰にでも理解できる作品を志したとも
いわれています。
　帰国後は絵画制作だけでは生活ができず、文
学雑誌に寄稿し何とか生活を続けました。1930

年には読売新聞漫画部員として漫画作品を発表
しています。1933年より安田火災（現損保ジャ
パン）の前身である東京火災のパンフレットや

カレンダーで東郷作品が採用され、東郷は1963

年から1978年まで安田火災の贈答用扇子の原画
を手がけました。
　また東郷は、日本全国の数多くの洋菓子店の
包装紙をデザインし注目を集めました。清酒ボ
トルのデザインや書籍の装丁にも従事するなど、
東郷は生涯を通じて、広い視野の中で活動を続
けたといえます。
　本展では、絵画作品の展示に合わせ、東郷が
執筆･翻訳・装丁･挿画を担当した書籍、東郷作品
を使用した包装紙、紙袋、風呂敷、扇子、リーフ
レット、カレンダー、レコード･ジャケット、化粧
品、食器（グラス、皿）、オリンピック記念メダル
などを展示し、東郷の幅広い活動の軌跡をご紹
介します。

2011ビエンナーレいしかわ秋の芸術祭
東郷青児展

2011年9月23日（金・祝）～ 10月10日（月・祝）
北國新聞赤羽ホール　

東郷青児《望郷》1959年、油彩・キャンヴァス

東郷青児とデザイン展
―所蔵コレクション―

2011年11月19日（土）～ 12月25日（日）

東郷青児作安田火災住宅綜合保険リーフレット原画
1961年、油彩・キャンヴァス

アルプスの画家
セガンティーニ

―光と山―
ジョヴァンニ・セガンティーニ
《アルプスの真昼》
1891年、油彩・キャンヴァス
セガンティーニ美術館
（オットー・フィッシュバッハー財団より寄託）
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